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本
年
度
の
地
域
自
治
区
振
興
事

業
で
あ
る
「
地
域
交
流
施
設
運
営
実

証
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
平
成
20
年
3
月

末
で
閉
館
し
た
旧
適
沢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
り
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ

た      た
「
ふ
る
さ
と
倶
楽
部
ガ
ル
（
田
中

照
子
代
表
・
会
員
７
名
）
」
が
軽
食
・

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
、
地
元
特
産

品
・
加
工
品
な
ど
の
販
売
、
高
齢
者

等
を
対
象
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス

（
土
・
日
・
祝
日
）
及
び
観
光
客
に

対
す
る
情
報
提
供
事
業
を
行
う
も

の
で
す
。 

店
名
はcafé gull

（
カ
フ
ェ
・
ガ

ル
）
。
※
ガ
ル
は
か
も
め
の
意
味 

本
年
度
は
実
証
期
間
と
し
て
、
６

月
12
日(

土)

に
オ
ー
プ
ン
し
、
９
月

末
ま
で
の
間
の
金
・
土
・
日
と
祝
日

に
営
業
を
行
い
ま
す
。 

    
 

 

現
在
策
定
中
の
「
石
狩
市
過
疎
地

域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
に
つ
い

て
事
務
局
の
原
案
を
提
示
し
、
委
員

よ
り
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

       

過
疎
計
画
策
定
の
目
的
は
地
域

（
厚
田
・
浜
益
両
区
）
の
自
立
促
進

で
あ
り
、
現
在
浜
益
が
抱
え
る
少
子

高
齢
化
や
人
口
流
出
な
ど
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
積
極
的
な
施

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
計
画
に
あ
る
「
地
域
の

自
立
促
進
の
基
本
方
針
」
に
お
い
て

は
浜
益
区
の
基
幹
産
業
で
あ
る
一 

             

次
産
業
の
振
興
及
び
観
光
産
業
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
最
重
要

の
取
り
組
み
と
し
て
直
ち
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
で
一

致
し
ま
し
た
。 

そ
の
ほ
か
、
災
害
対
策
に
お
い
て
、

防
災
無
線
の
整
備
を
求
め
る
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

過
疎
計
画
の
審
議
は
今
後
、
計
画

に
登
載
す
る
個
別
の
事
業
計
画
を

本
庁
関
係
課
と
調
整
し
た
後
、
次
回

の
地
域
協
議
会
に
お
い
て
計
画
と

共
に
審
議
い
た
し
ま
す
。
そ
の
原
案

に
つ
い
て
７
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
、
北
海
道
と
の
協
議

を
経
て
、
８
月
開
催
予
定
の
地
域
協

議
会
で
の
承
認
を
得
た
後
、
９
月
定

例
議
会
に
上
程
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 
    

地
域
協
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

河
西
邦
人
氏
を
招
い
て
の
地
域
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
7
月
7

日(

水)

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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 ◆
「
浜
地
協
だ
よ
り
」
は
、
地
域
協
議

会
で
話
し
合
わ
れ
た
事
柄
や
活
動
内

容
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た

め
、
定
期
的
に
発
行
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

 

【とき】H22.5.26(水)18:30～20:00 
【ところ】浜益支所庁議室 
【委員】<出席>10名 <欠席>3名 
【傍聴】0名 
【主な内容】 

①地域交流施設運営実証事業につ

いて［報告］ 

②石狩市過疎地域自立促進市町村

計画について［協議］ 

H22 
第２回 浜益区地域協議会 

 

▲ 第２回地域協議会の様子 
 

次
回
の
地
域
協
議
会 

6
月
23
日
（
水
） 

午
後
6
時
30
分
〜 

 

 地
域
交
流
施
設
運
営
実
証
事
業

に
つ
い
て 

 石
狩
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
に
つ
い
て 
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氏 名 

 

 

生まれた日 

 

 

父 

 

 

母 

 

 

住所 
秋田 幸

こ

希
こ

ちゃん  H22.5.8 浩幸 友里 柏木 
 
 

 浜益区の人口・世帯数 (平成22年4月末現在) 

人 口 
［61,109］ 
1,782人 

<－27> 
<－10> 

男 
［29,658］ 

836人 
<－26> 
<－6> 

女 
［31,450］ 

946人 
<-1> 

<－4> 
世帯数 

［26,303］ 
931戸 

<+53> 
<－8> 

※上段の［ ］は石狩市全体 
< > は対前月 

                                              

                        
                      

 

名
勝
「
黄
金
山
」

に
見
え
る
残
雪
も

よ
う
や
く
消
え
て

恒
例
の
山
開
き
も

例
年
よ
り
2
週
間

遅
れ
た
５
月
30
日

に
行
わ
れ
、
区
内
外

か
ら
大
勢
の
登
山

客
で
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
６
月
に
入
っ
た
と
は
い
え
、
田
植

え
の
進
み
具
合
も
お
よ
そ
半
分
ほ
ど
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
れ
か
ら
は
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
す
。
普
段
慣
れ
て
い
る
山
で
も
ち
ょ

っ
と
し
た
過
信
や
気
の
緩
み
が
命
に
関
わ

る
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
入
山
す
る
際
に
は
細
心
の
注
意
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

※
浜
益
区
の
地
域
振
興
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
声

を
ご
遠
慮
な
く
、
最
寄
り
の
委
員
や
事
務
局
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。
こ
の
浜
益
区
は
地
域
み
ん

な
の
手
で
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

ふるさと塾（じゅく） 

編集後記 

▲5/21 生きがいづくり学園・入園式 
借り物競走でのひとコマ「○×△貸して！」 

氏 名 死亡年月日 年齢 住所 
高田いく子 さん H22. 5. 14 85 浜益 
佐藤福太郎 さん H22. 5. 23 89 川下 
髙田 松子 さん H22. 5. 26 85 幌 
松岡 一郎 さん H22. 5. 26 75 実田 

 お く や み 

今月の一枚 

 およろこび 

「ふるさと倶楽部ガル」は「旧適沢コミュニティセンター
（ふるさと塾）」を活用して、観光情報の提供や特産物の販売、

浜益名産のほたてを使ったカレーや、旬の野菜や海産物でつく

るお弁当などを提供する軽食喫茶の運営を通して浜益を活性

化させたいという思いを持った有志で立ち上げた団体です。 
建物は日本海を見下ろすふるさと公園内にあり、夕陽を眺め

る絶景のポイントであるラバーズ・オーシャンを訪ねてくるカ

ップルも多くいらっしゃいます。建物は閉鎖して２年間使われ

ていませんでしたが、施設の有効活用と浜益の活性化を目指

し、ふるさと塾に愛着のあるメンバーが集まり、今年の６月か

ら 9月まで【カフェ・ガル】の試験営業を行うことといたしま
した。 
  

 お店の名前は建物の形から、英語で「カモメ」を意味す

る「gull＝ガル」と名づけました。 
営業は金・土・日と祝日のみですが、風光明媚な景色を

活かし、訪れた方々がゆったりとした時間を過ごせるよう

な場所づくりを目指して行きたいと思います。 
  皆様のご来店をお待ちしています。・・・・・・・・・・           

ふるさと倶楽部ガル 代表 田中 照子 

 


